




1973年 3月 同 卒業
1973年 4月 東京大学大学院社会学研究科（社会学専攻）修士課程入学
1976年 3月 同 終了（社会学修士）
1976年 4月 東京大学大学院社会学研究科（社会学専攻）博士課程進学
1979年 3月 同 単位取得退学
職 歴
1979年 7月～1980年 3月 日本学術振興会奨励研究員
1981年 4月～1985年 3月 青森大学社会学部専任講師
1985年 4月～ 関西学院大学社会学部助教授就任
1986年 4月～1987年 3月 奈良女子大学非常勤講師（社会学特講担当）
1986年 4月～1987年 3月 神戸女学院大学非常勤講師（社会学特講義担当）
1987年 4月～1987年10月 大阪大学非常勤講師（社会学史Ⅰ担当）
1987年 4月～1988年 3月 桃山学院大学非常勤講師（宗教社会学担当）
1989年 4月～1990年 3月 奈良女子大学非常勤講師（社会学特講義担当）
1989年 4月～1990年 3月 桃山学院大学非常勤講師（宗教社会学担当）
1990年 4月～1992年 3月 大阪国際大学非常勤講師（宗教学担当）
1991年 4月～ 関西学院大学社会学部教授
1992年 4月～1994年 3月 関西学院大学学生副部長
1991年 4月～1998年 3月 吉備国際大学非常勤講師（宗教社会学担当）
1993年 4月～ 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程指導教授
1995年 4月～1995年 9月 島根大学非常勤講師（宗教社会学担当）
2000年 4月～2002年 3月 関西学院大学教務副部長
2004年 4月～2005年 3月 関西学院大学学生部長
2005年 4月～2006年10月 関西学院大学社会学部長
2010年 4月～2011年 3月 関西学院大学入試部長
2011年 4月～2013年 7月 関西学院大学副学長
学会及び社会活動
1996年 4月～2011年 9月 財団法人国際宗教研究所評議員
1997年 4月～ 日本宗教学会評議員
1997年 5月～2004年 5月 関西学院大学生活協同組合理事長
2000年 5月～2004年 5月 大学生協神戸事業連合理事長
2004年 4月～2011年 9月 財団法人国際宗教研究所常任理事
2006年 3月～2008年 3月 「宗教と社会」学会会長
2006年 4月～ 日本宗教学会理事












神政龍神会資料集成（監修・解説） 1994年 9月 八幡書店
新宗教事典（共編著） 1990年 3月 弘文堂
新宗教事典－本文篇－（共編著） 1996年 1月 弘文堂





The Vaitalistic Conception of Salvation in Japanese New Religion : An Aspect of Modern Religious Conscious-
ness（日本の新宗教における生命主義的救済観－近代宗教意識の一側面－）（共著）CISR 東京会議紀
要、1978年
新宗教における生命主義的救済観（共著）思想 665号、1979年 11月 岩波書店（宮家準・孝本貢・西山
茂編、リーディングス日本の社会学 19宗教、1986年 2月 東京大学出版会 に抄録）
宗教的超越世界の「現実的」存立－経験処理の一様式としての宗教的二世界論－
（単著）宗教社会学研究会編、宗教の意味世界、1980年 3月 雄山閣
真理実行会の伝播と定着（共著）都市社会の宗教 1981年 3月 東京大学宗教学研究室
新宗教における至上神の観念－太陽神の神性をめぐって－（単著）日本人の宗教の歩み、1981年 7月 大
学教育社







終末預言宗教の系譜－新宗教を中心として（単著）真理と創造第 24号、1985年 1月 中央学術研究所
宇宙観と生命観の基本構造（新宗教）（単著）小野泰博・下出積輿・椙山林継・鈴木範久他編、日本宗教
事典、1985年 1月 弘文堂
― ２ ― 社 会 学 部 紀 要 第128号
運動体としての千年王国主義－戦前～戦後初期の新宗教を中心として－（単著）現代社会学編集委員会


































敗戦と世直し－璽宇の千年王国思想と運動（1）－（単著）社会学部紀要第 63号 1991年 3月 関西学院大
学社会学部
新宗教の修行－「心の浄化」と「霊の供養」－（単著）季刊仏教 No.17、1991年 3月 法蔵館
Emperor and World Renewal in the New Religions : The Case of Shinsei Ryujinnkai（単著）Inoue Nobutaka
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編 近代天皇制と宗教的権威、1992年 9月 同朋舎
日本の墓相学（単著）藤井正雄・義江彰夫・孝本貢編、家族と墓、1993年 1月 早稲田大学出版部
謎の教団・天津教と神聖龍神会（単著）別冊歴史読本特別増刊 14「古史古伝」論争、1993年 8月 新人
物往来社（別冊歴史読本 古史古伝の謎、1996年 8月 新人物往来社、に再録）
東アジアの経済発展と儒教（単著）合田濤編、アジア・太平洋の人と暮らしⅣ、1994年 6月 南窓社
本国の親族組織と在日親族会（単著）宗教社会学の会編、宗教ネットワーク、1995年 6月 行路社
オウムと大本－二つの事件を分かつもの－（単著）へるめす No.56、1995年 7月 岩波書店
The Japanese and Religion（単著）The Japanese Foundation Newsletter Vol.XXIII No.5, 1996年 2月 日本財
団












生命主義的救済観－今なお有効な視点たりうるか？－（共著）宗教と社会 別冊、2003年 6月 「宗教と
社会」学会
Théodicée de la defaite ―Légitimité nationale en crise et légitimation des nouveaux mouvements religieux（単















合沸騰、ル・ブラ Le Bras, Gabriel（1891-1970）
見田宗介、上野千鶴子、内田隆三、佐藤健二、吉見俊哉、大沢真幸編、社会学文献事典、1998年 2月
弘文堂





















弓山達也著『天啓のゆくえ－宗教が分派するとき』地域社会研究所 宗教研究 第 80巻 2号 2006年 9月
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